
平成２２・２３年度 東京都教育委員会人権尊重教育推進校（２年次） 

平成２３年度    青梅市教育委員会人権教育推進モデル校 

思いやりのある子供を育てる  
～ハートフル河辺プランの実践 

     「人権教育の充実」を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

あいさつ 
校長 富田 清 

 

平成２２・２３年度東京都教育委員会人権尊

重教育推進校並びに青梅市教育委員会人権教育

推進モデル校として研究する機会が得られたこ

とに、感謝しております。 

「自分も他人も大切にし、思いやりの心をも

って、よりよく生きていこうとする子供」を目

指し、日々の教育活動を人権教育の視点より見

直し、改善を進めてまいりました。今後もさら

に実践的な研究へと発展させてまいります。研

究を進めるにあたり、丁寧な御指導をいただき

ました講師の先生方に心より感謝いたします。 

 

あいさつ  
青梅市教育委員会教育長 畑中茂雄 

  

「自分の大切さとともに他の人の大切さ

を認めること」は、人権尊重の理念であり、

それが様々な場面や状況下で具体的な態度

や行動に現れることが今後一層重要になり

ます。 

 本校では、この人権尊重の理念のもとに、

全教育活動で指導するハートフル河辺プラ

ンを作成し、実践をとおして「思いやりのあ

る子供」を育んでまいりました。 

本校の実践が多くの学校で生かされるこ

とを期待しております。 

青梅市立河辺小学校 

写真：〔人権標語パネル〕人権尊重の意識を地域全体に啓発することを目的として、屋上に設置。 



                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

① 関連法令等 

・ 日本国憲法  

・ 教育基本法 

・ 人権教育及び人権啓発の推進

に関する法律 

・ 学習指導要領 

・人権教育啓発に関する基本計画 

・ 東京都人権施策推進指針 

・ 東京都教育委員会及び青梅市

教育委員会の教育目標 等 

② 地域・保護者・教師の願い 

＜地域・保護者＞ 

・思いやりのある子供に 

・基礎的・基本的な学力を身に

付けた子供に 

＜教師＞ 

・規範意識をもち、だれとでも

仲良くする子供に 

・話をしっかり聞き、すすんで

勉強する子供に 

～学校の教育目標～ 

○仲良くする子ども 

互いを尊重し、認め合い、

高め合う子ども 

○すすんで学習する子ども                       

学ぶ意欲をもち、確かな学

力を身に付ける子ども 

○ねばり強い子ども 

健康で明るく、最後まで頑

張る子ども 

                              

 

 

人権教育全体計画 

④ 人権教育の目標 

人権教育の理念である「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めること」の基盤は、互いを認め
合い、高め合う「思いやりの心」にある。「思いやりの心」を育み、実践していくことを目標とする。 

⑤ 目指す児童像 

○互いを認め、他者を受け入れる豊かな感性をもつ子供 

○規範意識をもち、責任をもって仕事等を行い、人や社会のために貢献できる子供 

上記を達成するために「ハートフル河辺プラン」を作成し、実践する。 

⑦ ハートフル河辺プランのねらい・内容 

（普遍的な視点からの取組・個別的な視点からの取組） 

        ○各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に定着させるとともに、各教科等の目標やねらいを踏まえ、

人権教育の視点を取り入れた授業を充実させる。 

○各教科、道徳の時間、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動を関連付けた人権教育の年間指導

計画を作成し実践する。 

 

     ○特別活動を充実させる。（ふれあいタイム あいさつ運動 ハートフル合言葉コンクール等） 

○子供・保護者・地域への人権啓発を推進する。 

（人権啓発ラッピングバス 人権標語パネル 人権の花運動 道徳授業地区公開講座） 

○保護者・地域との連携を図る。 

（保護者・地域の方のボランティア活動 学校運営連絡協議会の開催 小中一貫した人権教育の充実） 

 

○互いを認め合い、安心して生活できる人的・物的環境づくりを目指す。 

（言語環境の整備 子供相互・教師と子供の信頼関係の確立 校内掲示の整備等） 

 

○校内研究による授業検証で、人権教育の視点を取り入れた授業を充実させる。 

○人権教育プログラム等を用いた研修によって、教職員の人権感覚を磨く。 

○フィールドワークを行い、様々な人権課題に関わる現状を知ることによって、教職員の人権課題へ

の理解を深める。 

③ 児童の実態   ・明るく活発である。  ・相手の立場を考えて行動することに課題がある。 

⑥ 人権教育を通じて育てたい資質・能力 

【知識的側面】自由、責任、正義、平等、尊厳、権利、義務、相互依存性、連帯性等の概念への理解 

【価値的・態度的側面】自他の価値を尊重しようとする意欲や態度 

【技能的側面】能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニケーション技能 

ハートフル河辺プラン１ 授業実践 

ハートフル河辺プラン２ 特色ある取組 

ハートフル河辺プラン３ 環境整備 

ハートフル河辺プラン４ 教職員研修 
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【児童の変容】地域の高齢者が日頃から自
分たちの生活を支えていることを知り、高
齢者に対して、感謝する気持ちが育ってき
た。 

【児童の変容】 
実際に昆虫を飼い、成長の様子を観察する
ことを通して、命を大切にしようとする気
持ちが育った。 

【児童の変容】相手の話に集中して、大事
なことを落とさないように聞くことで、話
す側が安心して自分の意見を発表できる
ようになった。 

 

人権教育の視点 
チョウの成長を観察することで生物を愛護
する態度を育て命の大切さを実感させると
ともに、昆虫の成長のきまりや体のつくりに
ついての見方や考え方を育てる。 
 

人権教育の視点 

相手の考えたことを認め、受け入れる学習

をすることを通してコミュニケーション

能力の基礎を育てる。 

 

人権教育の視点 
討論会を通して、互いの立場や考えをより
よく理解するための言葉遣いや態度を身
に付けさせる。 

 

人権教育の視点 

清掃活動を通して高齢者と交流し、感謝の

念を育む。 

【児童の変容】 
話し合い活動によって、自分と異なる意見や
考え方のよさに気付き、友達の意見から自分
の考えをさらに深められるようになった。 

【ねらい】身近なことや経験したことを思
い出し、話題に沿って話したり聞いたりす
ることができる。 

【ねらい】高齢者との活動を共にすることを
通して、地域で支え合って生活していくこと
の大切さに気付く。 

【ねらい】昆虫の成長過程と体のつくりを
比較する能力を育てるとともに、生物を愛
護する態度を育て、昆虫の成長のきまりや
体のつくりについての見方や考え方をも
つことができる。 

【ねらい】討論会の話題に沿って、相手の意
見を聞き取り、自分の意見と比べながら自分
の考えを主張することができる。 
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˲ ἧ͑ ４年 学級活動 

˲ ὡ ６年 総合的な学習の時間                       
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˲ ặ５ ר年 家庭 

 ̎  
͜  
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˲ ἧ͑ ５年 道徳 

 
ὡ ἶ  

【児童の変容】「女性は家庭内の仕事をする
存在である」といった考えに偏りがあると気
付くとともに、学習したことを実際に家庭で
実践し、家族のために仕事をすることの大切
さと喜びを感じることができた。 

【児童の変容】いじめられる辛さに共感す
ることで、友達に対する言葉や接し方に気
を付けられるようになった。 

【児童の変容】いじめを起こさない心がけや、
いじめが起きてしまったときにできることを一
人一人が考え、実践していこうとする態度が見
られるようになった。 

 

人権教育の視点 

自他の生命の尊さに気付き、いじめをしな

いという心情・態度を育てる。 

 

人権教育の視点 
いじめについて考え、協力してよりよい生活
を築こうとする自主的・実践的な態度を育て
る。 

 

人権教育の視点 
障害についての理解を深め、障害のある方に
対して自分ができることを考えさせるととも
に、その方が自分らしく生きる姿から、自分
の生き方を考えさせる。 

人権教育の視点 
性別を問わず、家族がお互いに協力し合い
ながら仕事をし、支え合っていくことの大
切さに気付かせる。 

 

【児童の変容】障害のある方の挑戦する姿を
通して、努力の大切さを学ぶとともに、障害
のある方に対して自分ができることを考え、
実践しようとする意欲がもてた。 
 

４－（２）公正・公平 

 

 

【ねらい】相手を思いやった言動をすること
で、友達とよりよい関係をつくろうとする態
度を養う。 

【ねらい】家庭生活を見つめ、家族の一員

として自分にできる仕事を見つける。 

【ねらい】一人一人がかけがえのない存在
であり、誰の生命もみな同じように尊いこ
とに気付き、自他を大切にしようとする心
情・態度を育てる。 

【ねらい】アイマスク・車いす体験や障害
のある方の話から学んだことを自分の生き
方に生かそうとする態度を育む。 
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気持ちのよい挨拶で一日をスタートさ
せることにより、人とふれあうことのよ
さを感じることができた。のぼりやポス
ターを作成し、全校に挨拶の大切さを広
めている。 

 

たてわり班に分かれ、月に２回楽しい遊
びを計画し行っている。高学年が低学年に
優しく関わっていくことで、思いやりの心
を育む大切な機会となっている。 

 
年２回、本校と連携する中学校で中学生と一

緒に花植えをしている。そのプランターを本校
に持ち帰り世話をしていくことで明るい環境の
中での生活が送れている。 

毎年、児童会の児童が中心となって訪問し、
高齢者と交流をしている。演奏をしたりお話
をしたりすることで、高齢者を大切にしよう
とする気持ちが育まれてきている。 

ֻ  

みんなで気持ちよく過ごしていくことを
ねらいとした標語を全校に募集した。選ばれ
た標語を、校内や本校と連携している中学
校、地域にも掲示し、思いやりの心を広めて
いる。 

 
市内の小中学校で連携し、いじめをなく

すための取組について話し合った。活発な
意見の交流ができ、人権意識が高まった。 

特別活動 
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互いを認め、高め合えるような人権意識を子供・ 

保護者・地域に広めることを目的として、屋上に 

設置した。 
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「ありがとう」の気持ちを伝えることが相手へ

の思いやりにつながることを学んだ。「家庭でも

感謝の気持ちを言葉に表そうと思いました」等の

保護者アンケートの感想からも、思いやりの意識

が広まってきたことが伺えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栽培委員会を 

中心に、協力し 

合って花の栽培 

を行い、学校や 

地域の環境の美 

化に努めている。 

 

˲  ˲ ᵃ  

ѝ ̀ ˲ Ẏў ᾛ ἧ͑ 
ˬ ᴣ ʹ  

  ֥  ϼ  

 
 ˲ ֝  

˲  

 

 Ṅ  

Ⱪ ᷂ӢЏ ↔ ˲ Ҳ 

ἧ͑ ͪ ᷂Ḣ ˲ ᵃ  

家族、友人、地域の方々等、人との関わりの中で、 
一人一人が大切な人を思いながら描いた。代表作品は 
バスの原画となり、河辺のまちを走っている。 
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子供たちが安全に下校

できるよう、下校時に合

わせて、安全パトロール

を行っています。最近、

挨拶してくれる子供た

ちが増えてうれしく思

います。子供たちが安心

して学べるよう応援し

ていきたいと思います。 

ṑ ӓ 

 

ＰＴＡ本部が主催して、毎年夏休

みにボランティア活動を行って

います。校舎の壁がきれいになる

と、気持ちも明るくなります。ま

た、子供、親、先生、みんなで行

うことで親睦が深まり、学校を愛

する気持ちが高まるように思い

ます。 Ṅ  

 

同じ本でもクラスによ

って、反応がいろいろ

で楽しいです。 

まちで会った時、子供

たちが声をかけてくれ

るのがうれしいです。 
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校庭の草取りや、トイ

レ清掃などを行ってい

ます。校内の環境を整

えることで、子供たち

にとって学校がより楽

しく学習しやすい場所

になると思います。 
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各教室には、各学年の実態に合わせ 

子供たちが常に｢聞き方・話し方｣を意 

識できるような掲示をしている。 

話すこと・聞くことの基本を指導し、 

授業を中心に実践させていくことで言 

語環境を整えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節ごとのディスプレイで、 

子供たちをわくわくさせ、豊 

かな感性を育てている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の活動や行事の写真をコメント入りで掲示し、活動の振り返りとなっている。また、次の学習への意欲

につながっている。児童や保護者、地域の方々が掲示板の前で立ち止まり、見たり励まし合ったりすることで、

会話を広げるきっかけになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉づかいを正しくしよう（くん・

さんづけをしよう）」を年間の生活目標

とし、明るい掲示物を作成することに

よって子供の意識を高めている。 
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偏見や差別をなくすためには、まず他の文化
を正しく認識することが大切である。実際に
体験することで、アイヌの歴史や伝統・文化
などについての理解が深まった。 

食肉処理に携わる人々が受け
てきた差別の歴史や現状を知
ることができた。作業の工程
や働いている方のお話から、
食肉処理に携わる人々がもつ
高い技術に支えられて、日本
の食文化が発展してきたとい
うことを学んだ。 

同和問題や外国人など、様々な
人権課題の基礎について施設の
方の話やパネル展示等から学ぶ
ことができた。 

ハンセン病やハンセ
ン病による差別・偏
見、またそれをなく
すための努力などに
ついての理解を深め
ることができた。 

青梅市内の障害者福祉について
お話を伺った。障害がある方の生
活を想像することができるよう
な児童に育ててほしいという願
いを聞くことができた。 

解体新書の作成に
あたり、その技術
の高さの一方で、
封建社会の身分制
度のもと差別され
ていた人々につい
て学んだ。「同和問
題」に対する正し
い理解と認識を深
め る こ と が で き
た。 

6 年 総合的な学習の時間 
「障害のある方から学ぼう」 

 

 

５年 家庭 
「できる仕事から始めよう」 

４年 学級活動 
「みんな仲よく 

～よりよい関係を 
つくっていこう～」 

各教科、総合的な学習の時間等の授業研究を行い、研究協議会で意見を出し合うことで、人権教育への取
組を深く学び合うことができた。 







  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～あとがき～                         副校長 藤原 輝正 

「思いやりのある子供を育てる」のテーマのもと、２２・２３年度の２年間、人権教育推進へ向け、

研究を進めてきました。教師一人一人が人権感覚を磨き、人権課題の理解を深め、授業や実践活動の工

夫を行う中で、子供たちの言動にも規範意識や思いやりをもった姿が見られるようになってきています。

校長を中心に教職員が一丸となって研究を深められた成果だと思います。これからも一層の努力を行っ

てまいります。  

 最後に、ご多用の中、ご指導いただきました医学博士 藤井輝明先生、前東京純心女子大学教授 宇井

治郎先生、聖徳大学児童学部教授 吉本恒幸先生、教師養成塾「杉並師範館」教授 宮島盛隆先生、東京

都教師養成塾教授 林和子先生、早稲田実業初等部教頭 東風安生先生、東京都教職員研修センター教育

開発課長 樋口豊隆先生、統括指導主事 海老江直子先生、東京都教育庁指導部指導企画課指導主事 三浦

慶介先生、立川市学校教育サポートセンター 松野登先生、そして、青梅市教育委員会指導室長 野村友

彦先生をはじめ指導室の先生方に厚く御礼申し上げます。 

 

＜成果＞ 
○プラン１（授業実践）では、各教科等の授業実践において、普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの

取組を行うことで、自他の人権を尊重しようとする心情や個別の人権課題に関わる偏見や差別を許さない態

度を育成することができた。また、高齢者や障害者等、様々な立場の人たちと交流する体験を通して、相手

の立場を尊重する態度とともに、偏見や差別意識の解消に向けて自分たちにできることを考えようとする態

度を育成することができた。このことは、児童の日常生活の中で、困っている友達に優しく接したり、相手

の気持ちを考えて話したりする姿にも現れている。 

○プラン２（特色ある取組）では、「あいさつ運動」や「ハートフル合言葉コンクール」などの活動を通して、

積極的に挨拶したり、優しい言葉かけをしたりするなど、よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的・

実践的な態度を身に付けさせることができた。 

○プラン３（環境整備）では、相手の名前に敬称を付けて呼ぶ指導や、相手に応じた話し方や聞き方の指導を、

教育活動のあらゆる場面で継続的に行ったことにより、相手に丁寧に接したり、児童が相手の立場を配慮し、

自分の考えを分かりやすく伝えようとしたりするようになり、互いに気持ちのよいコミュニケーションが図

れるようになった。 

○プラン４（教職員研修）では、教員一人一人が人権感覚を高めたり、フィールドワークで様々な人権課題へ

の理解を深めたりしたことで、より質の高い人権教育の実践につながった。 

＜課題＞ 
○児童が学習した成果を、より自発的な行動に結び付けることができるよう、人権教育年間指導計画（ハートフル河辺プラ

ン）の改善を図るとともに、全ての教育活動に人権教育の視点を明確にし、今後も継続的に指導する必要がある。 
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